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防災講座『知っておきたい！ 災害時の授乳支援』開催のお知らせ

令和元年 11 月 5 日（火）午前１０時より立川市女性総合センターにおいて、災害

と乳児栄養に関する専門家から、災害時の栄養支援のあり方などについて適切な知識

を学ぶ防災講座を開催します。

日 時 令和元年 11 月 5 日（火）

午前１０時００分～午前１２時００分

場 所 立川市女性総合センター ５階 第３学習室

講 師 本郷寛子さん（母と子の育児支援ネットワーク代表）

浅野幸子さん（減災と男女共同参画研修支援センター共同代表）

定 員 ４０名（申込順）、乳児同席可、参加費無料

保 育 ５名程度（１歳～学齢前・要予約）

企 画 立川市

協 力 立川市災害ボランティアネット

問い合わせ先 立川市男女平等参画課

電 話 ０４２‐５２８－６８０１

※詳細はホームページをご覧ください

https://www.city.tachikawa.lg.jp/danjo/bousai/2019bousai.html

【問い合わせ】

立川市総合政策部男女平等参画課 担当：岡田幸子

℡042-528-6801（立川市女性総合センター）



 

知っておきたい！ 
   

災害時の授乳支援  
 ～ 赤ちゃんを健康リスクから守るために ～ 

 

 

 

 

 災害時、乳幼児にしっかり栄養を与えるにはどうすればいいのでしょうか？ 

ミルクでも母乳でも安心して授乳をするために、 

災害と乳児栄養に関する専門家から適切な知識を学びましょう。 
 

講演内容  

＊災害時の栄養支援のあり方とは 

＊みんなで築こう！ 妊産婦・乳幼児のための救援システム 
 

 

 

開催日 月 日（ ） 

 10：00～12：00 

場 所 女性総合センター5 階第 3 学習室 

定 員 40 人（申込順）、乳児同席可 

保 育 ５名程度（1 歳～学齢前・要予約） 

申し込み  10 月４日（金）から 

 男女平等参画課 

 電話 042-528-6801 
 

【主催 立川市   協力 立川市災害ボランティアネット】 

 

乳児用ミルクをあげる場合 

気を付けることは？ 
ストレスで一時的に母乳が 

出にくくなることがある？ 



今 回 の 講 師  

 

本 郷 寛 子 さん  

母と子の育児支援ネットワーク代表  

（「災害時の母と子の育児支援共同特別委員会」代表） 

東京大学大学院医学系研究科国際地域保健学教室客室研究員 

 

ふだんも災害時も、乳幼児期の栄養法についての適切な情報が母親だ

けでなく社会にも広がることを目的とした母と子の育児支援ネット

ワークの代表。 

すべての女性が十分な情報と温かい支援を受ける権利があると考え、

親子や養育者を守る有益な情報の発信や支援者のための学習会など

を全国各地で開催されています。 

 

 

浅 野 幸 子 さん 

減災と男女共同参画研修推進センター共同代表 

早稲田大学地域社会と危機管理研究所 招聘研究員 

 

阪神・淡路大震災では NGO のスタッフとして、在宅避難者・仮設住

宅・全勝地域の復興まちづくり協議会の支援などに 4 年間従事。 

くらし・女性の視点を地域防災活動にいれることで、効果的で効率の

いい地域防災体制や防災活動にしていこう！と年間 100 前後の講

演・講座・研修などを各地で開催されています。 
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